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☆

議
会
で
は
六
月
定
例
会
で
次
の
意
見
書
を
可
決
し

☆

☆

直
ち
に
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

☆

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
臨
界
前
核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
決
議

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
五
日

ネ
バ
ダ
州
の
地
下
核
実
験
場
で
臨
界
前
核
実
験
を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
臨
界
前
核
実
験
は
、
一
九
九
七
年
以
来
通
算
二

十
一
回
目
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
は
八
回
目
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
核
実
験
に
反
対
す
る
国
際
世
論
を
無
視
し
、
臨

界
前
核
実
験
を
強
行
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
核
実
験
と
核
兵
器
開
発
の
中
止
、
核
戦
争
戦
略
の
放

棄
な
ど
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
合
意
さ
れ
た
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約

束
」
や
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
（
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
）
の
精
神
に
そ
む
き
、

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
う
国
際
世
論
に
逆
ら
っ
た
行
動
で
あ
る
。

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
は
、
被
爆
国
日
本
の
国
民
共
通
の

悲
願
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
強
行
し
た
臨
界
前
核

実
験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

介
護
保
険
は
平
成
十
二
年
四
月
の
施
行
後
四
年
を
経
て
、
法
に
基
づ

く
全
般
に
わ
た
る
検
討
と
見
直
し
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
間
、

高
齢
化
の
進
行
と
制
度
の
周
知
な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
、
要
介
護
認
定
者

が
ス
タ
ー
ト
時
の
約
二
百
十
三
万
人
か
ら
平
成
十
五
年
十
二
月
に
は
約

三
百
七
十
六
万
人
へ
と
約
七
割
増
加
し
、
制
度
改
善
へ
の
国
民
の
願
い

は
切
実
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
被
保
険
者
の
拡
大
や
給
付
対
象
の
縮
小
、
利
用
料
の
引

き
上
げ
、
入
所
者
の
食
費
・
居
住
費
の
自
己
負
担
の
導
入
、
障
害
者
施

策
と
の
統
合
な
ど
を
検
討
す
る
動
き
が
伝
え
ら
れ
、
高
齢
者
と
家
族
、

関
係
者
、
国
民
の
中
に
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
へ
改
善
す
る
こ
と
は
、
国

民
共
通
の
願
い
で
あ
る
。
よ
っ
て
座
間
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
て
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
左
記
の
点
に
十
分
留
意
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

記

一

国
庫
負
担
を
引
き
上
げ
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
引
き
上
げ
や

給
食
費
・
居
住
費
の
自
己
負
担
を
導
入
し
な
い
こ
と
。

二

保
険
料
・
利
用
料
の
低
所
得
者
向
け
の
免
除
・
軽
減
制
度
を
国
の

制
度
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
。

三

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
始
め
と
す
る
基
盤
整
備
及
び
介
護
予
防

対
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

四

障
害
者
支
援
費
制
度
と
の
統
合
を
行
な
わ
な
い
こ
と
。

介
護
予
防
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

わ
が
国
は
、
団
塊
の
世
代
が
六
十
五
歳
以
上
に
な
る
今
後
十
数
年
の

間
に
、
急
速
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
。
そ
う
し
た
中
で
、
め
ざ
す
べ

き
社
会
の
姿
は
「
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
社
会
」
で
あ
り
、
高
齢
者
が

健
康
を
保
持
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
十
二
年
四
月
の
介
護
保
険
施
行
後
の
状
況
を
み
る

と
、
ス
タ
ー
ト
時
の
要
介
護
認
定
者
が
約
二
百
十
八
万
人
か
ら
平
成
十

五
年
十
月
に
は
約
三
百
七
十
一
万
人
へ
と
約
七
割
増
加
し
、
高
齢
者
に

占
め
る
要
介
護
認
定
者
の
割
合
も
当
初
の
一
〇
％
か
ら
一
五
％
へ
と
上

昇
し
て
い
る
。
特
に
看
過
で
き
な
い
こ
と
は
、
軽
度
の
認
定
者
の
増
大

（
全
体
の
伸
び
率
七
〇
％
に
対
し
、「
要
介
護
度
Ⅰ
」
一
一
五
％
、「
要
支

援
」
九
〇
％
の
増
加
）
と
、
軽
度
の
人
ほ
ど
重
度
化
し
て
い
る
割
合
が

高
い
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
に
は
、
健
康
増
進
・
疾
病
予
防
の
更
な
る
拡
充
・
強
化
と
併

せ
て
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
介
護
予
防
策
が

一
層
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
は
、
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
制
度
全
般
に
関
す

る
必
要
な
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
現
行

制
度
に
お
け
る
「
要
支
援
」
や
「
要
介
護
度
Ⅰ
」
の
軽
度
の
方
々
の
健

康
増
進
策
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
認
定
外
の
虚
弱
の
方
々
を
要
介

護
状
態
に
さ
せ
な
い
よ
う
新
た
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
す
る
な

ど
、
介
護
予
防
対
策
に
全
力
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
わ
が
国
の
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
時
を
視
野
に
入
れ

て
、「
介
護
予
防
十
カ
年
戦
略
（
仮
称
）」
を
立
て
、
全
国
の
市
町
村
に

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
効
果
の
あ
る
介
護

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
な
ど
、
介
護
予
防
対
策
の
更
な
る
拡
充

を
図
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

若
年
者
雇
用
政
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

近
年
、
若
者
の
働
き
方
は
多
様
化
し
、
特
に
定
職
を
持
た
ず
、
様
々

な
職
業
を
渡
り
歩
く
フ
リ
ー
タ
ー
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
内
閣
府

の
「
国
民
生
活
白
書
」（
平
成
十
五
年
度
版
）
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
数
は
二
〇
〇
一
年
時
点
で
四
百
十
七
万
人
（
十
五
〜
三
十
四
歳
）
に

達
し
て
い
る
。
自
ら
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
フ
リ
ー
タ
ー
の
道
を
選
ぶ

人
も
い
ま
す
が
、
正
社
員
を
志
向
し
な
が
ら
や
む
を
え
ず
フ
リ
ー
タ
ー

に
な
る
人
も
７
割
を
越
え
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

フ
リ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
生
き
方
の
問
題
と
し
て
、
決
し
て
悪
い

と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
民
間
の
研
究
機
関
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
タ
ー
を
ず
っ
と
続
け
た
場
合
の
生
涯
賃
金
は
正
社
員

の
約
四
分
の
一
、
年
金
受
取
額
で
は
正
社
員
の
半
分
以
下
と
い
う
試
算

も
あ
る
。

フ
リ
ー
タ
ー
を
続
け
る
こ
と
は
、
生
涯
に
お
い
て
大
き
な
デ
メ
リ
ッ

ト
や
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
全
体

と
し
て
も
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
を
阻
害
す

る
要
因
に
な
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

若
者
の
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
政
府
に
お

い
て
は
「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」
の
強
力
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
、
学
校
教
育
の
段
階
か
ら
の
職
業
教
育
の
充
実
や
、
進
路
・

就
職
へ
の
連
携
、
ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
職
業
能
力
習
得
に
対
す
る
支

援
対
策
の
強
化
な
ど
を
図
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
若
年
者
の
雇
用
問
題

の
解
決
に
、
全
力
で
取
り
組
む
よ
う
左
記
の
と
お
り
要
望
す
る
。

記

一
「
若
者
自
立
挑
戦
プ
ラ
ン
十
カ
年
戦
略
」
を
策
定
す
る
こ
と
。

二

学
校
教
育
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
将
来
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て

自
立
で
き
る
た
め
の
教
育
を
提
供
し
、
小
・
中
学
校
等
に
お
い
て
、

土
曜
日
を
活
用
し
て
、
大
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
補
習
授

業
や
職
業
体
験
活
動
、
文
化
芸
術
体
験
活
動
な
ど
の
土
曜
授
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
必
要
な
整
備
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
に
働
く

こ
と
の
意
義
を
十
分
に
理
解
さ
せ
る
た
め
、
保
護
者
、
地
域
住
民
や

地
元
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
中
学
校
の
第
二
学
年
時
に
一
週

間
程
度
の
職
業
体
験
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
。

三

学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
す
る
た
め
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
協
議
会
」
を
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
の
も
と
に
設
置
す

る
こ
と
。ま
た
、高
等
学
校
に
お
け
る
進
路
・
就
職
指
導
に
お
い
て
、

商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、
企
業
な
ど
か
ら
の
人
材
を
「
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
学
校
に
派
遣
す
る
こ
と
。

四

英
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
生
涯
に
わ
た
る
能
力
開
発
の
新
た
な

仕
組
み
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
活
用
し
て
様
々
な
場
所
で
職
業
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
気
軽
に
受
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
日
本
版
ラ
ー
ン

ダ
イ
レ
ク
ト
」
を
創
設
す
る
こ
と
。

ゆ
と
り
あ
る
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
予
算
増
額

と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

今
、
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
、
ゆ
た
か
な
人
間
関
係
の
中
で
教
育
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
で

あ
り
、こ
の
こ
と
は
保
護
者
・
地
域
住
民
・
教
職
員
共
通
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
教
育
条
件
整
備
の
た
め
に
教
育
予
算
の
確
保
が
不
可
欠

で
あ
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
地
方
財
政
の
窮
乏
を
背
景
と
し
て

地
方
自
治
体
の
義
務
教
育
費
の
支
出
に
不
均
衡
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
全
国
ど
こ
で
も
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
均
等
に
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
一
九
五
三
年
度
（
昭
和
二
十
八
年
度
）
に
制
度
化
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
義
務
教
育

諸
学
校
等
に
勤
務
す
る
教
員
、
学
校
事
務
職
員
、
学
校
栄
養
職
員
の
給

与
費
や
旅
費
・
教
材
費
な
ど
を
国
庫
負
担
対
象
に
す
る
こ
と
を
定
め
た

も
の
で
す
。

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
年
）
の
「
臨
時
行
政
調
査
会
」
さ
ら
に

「
行
財
政
改
革
」
以
来
、
国
は
財
政
再
建
や
教
育
行
政
の
地
方
分
権
化

を
理
由
に
、
毎
年
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
見
直
し
が
問
題
と
さ

れ
、
こ
の
制
度
が
後
退
さ
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
三
年
度
に
は

退
職
手
当
、
児
童
手
当
が
一
般
財
源
化
さ
れ
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

金
は
給
与
費
本
体
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
六
月
の
「
骨
太
方
針
二
〇

〇
四
」
で
は
、
事
務
職
員
が
適
用
除
外
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

か
つ
て
な
い
県
財
政
の
逼
迫
と
い
う
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、二
〇
〇
四

年
度
（
平
成
十
六
年
度
）
県
は
三
年
ぶ
り
に
前
年
度
比
で
プ
ラ
ス
計
上

し
た
も
の
の
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
さ
ら
な
る
見
直
し
は
、

義
務
教
育
水
準
の
維
持
・
向
上
、
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
度
（
平
成
十
七
年
度
）
国
家
予
算

編
成
に
お
い
て
、
教
育
予
算
の
大
幅
増
額
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
を
求
め
、教
育
の
機
会
均
等
を
引
き
続
き
確
保
す
る
と
と
も
に
、

教
育
水
準
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
よ
う
求
め
る
。

義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
給
与
費

の
国
庫
負
担
制
度
か
ら
の
適
用
除
外
に
反
対
す
る
意
見
書

政
府
・
大
蔵
省
（
当
時
）
が
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
対
象
か

ら
、
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
の
人
件
費
を
適
用
除
外
す
る
と
い
う

方
針
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
の
は
遠
く
一
九
八
四
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。「
教
壇
に
立
た
な
い
職
員
の
給
与
ま
で
国
で
み
る
必
要
は
な
い
」

と
い
う
、
職
種
差
別
的
な
認
識
を
背
景
に
し
て
い
ま
し
た
。
以
降
、
毎

年
国
家
予
算
編
成
時
期
に
な
る
と
こ
の
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
て
き
ま
し

た
。い

わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
流
れ
の
な
か
で
、
二
〇
〇
四
年
度

予
算
編
成
の
経
過
に
お
い
て
は
、
特
に
学
校
事
務
職
員
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
、
総
務
省
は
国
庫
負
担
の
対
象
を

「
教
員
に
か
か
わ
る
部
分
に
限
定
」
す
る
と
し
、
学
校
事
務
職
員
分
給

与
費
千
二
百
億
円
を
国
庫
負
担
か
ら
外
す
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
二

十
年
前
の
大
蔵
省
と
全
く
同
じ
論
理
を
振
り
か
ざ
し
た
わ
け
で
す
。
幸

い
、
こ
の
提
案
に
対
し
て
は
各
方
面
か
ら
強
い
反
対
が
巻
き
起
こ
り
、

最
終
的
に
二
〇
〇
四
年
度
予
算
で
は
、
学
校
事
務
職
員
の
国
庫
負
担
は

維
持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
蔵＝

財
務
省
に
加
え
て
総
務
省
ま
で

も
が
国
庫
負
担
外
し
を
言
い
出
し
た
こ
と
に
、
私
た
ち
は
強
い
危
機
感

を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

現
在
で
も
、
学
校
事
務
職
員
は
大
半
が
単
数
配
置
で
す
。
教
育
を
め

ぐ
る
問
題
が
山
積
し
、
地
域
と
の
関
わ
り
等
、
学
校
に
は
ま
す
ま
す
多

く
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
学
校
事
務
職
員
制
度
の
充
実
こ
そ
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
現
状
を
顧
み
ず
、
国
庫
負
担
の
対
象
か
ら
外
す
な
ど
理

解
に
窮
し
ま
す
。

（
五
面
へ
続
く
）

意
見
書
八
件
を
可
決
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